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スポーツ選手
迅速なリカバリーを行い

パフォーマンスを向上したい
満足感の高いスポーツ合宿

をしたい

スポーツコミッションの動き
全国的にスポーツ合宿誘致・ス
ポーツによるまちづくりが盛ん

他地域との差別化が求められる

伊豆地域の特色
オリンピックレガシーである自転車

競技とトレーニング場所
温泉地としてのおもてなし

地域宿泊事業者の自転車を活用
した街づくりへの高い関心

実証
温泉を活用した交代浴、温
浴による積極的リカバリー

の有効性

　昨年度事業より、スポーツ選手の要望、全国的なスポーツコミッションの動き、伊豆地域の特色、温泉を活用した積極的リカバリーに関するエビデン
スに関する知見を得ることができた。　それにより、伊豆地域が持つ温泉地としての宿や食事といった魅力を活かし、「自転車」×「温泉地」×「エビデ
ンス」に取組むことが、スポーツ合宿における高付加価値化につながり、伊豆地域を世界的なヘルスケアリゾートとして認知させるために必要なこと
だと考え、ビジネスモデル案とした。
　今年度事業においては、本モデル案をもとに各種調査を行い、ビジネスモデル案を精緻化することとした。

　「自転車」×「温泉地」×「エビデンス」による
スポーツ合宿の高付加価値化

1．事業概要

（１）昨年度事業のまとめ
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（２）今年度事業の概要
　　今年度事業においては、昨年度実証をしたエビデンスや企画したモデル案をもとに各種調査を行い、ビジネスモデル案を精緻化し、ビジネスモデ
ルを広く地域事業者が取り組めるためのマニュアルの作成、および普及に向けた方法や戦略の提案を行うこととした。

① 令和4年度事業から得られた成果と、取組に向けた課題

(1) ビジネスモデルの構築 (2) ビジネスモデルに関するマニュアルの作成

成果：温冷交代浴や就寝前の温浴は、主に精神的なリカバリーに効
果があり、結果パフォーマンスが向上する。
地域の魅力：本格的な自転車施設があり、クロストレーニングが可能。
また県や市が自転車を活用した取り組みを積極的に行っている。
宿泊施設の課題：スポーツ選手が合宿に求める柔軟な対応について
は、人手が足りず、できないことが多い。また温冷交代浴ができる設
備が整っていないことも多い。

②ヒアリング及び現地調査
県及び地域へのヒアリング
スポーツコミッションの進捗や自転車を活用した地域活性化に向けた
最新の内容についてヒアリングを行った。

伊豆地域宿泊施設へのヒアリング・現地調査
スポーツ選手の受入れに前向きな宿泊施設に対し、昨年度のエビデ
ンスへの意見や、温冷交代浴を行うことができる施設環境である等か
を調査した。

伊豆地域外施設のデスク・ヒアリング・現地調査
伊豆地域外で、選手のリカバリーを積極的に行っている合宿地や施
設に対し、デスク・ヒアリング・現地調査を行った。情報発信や運営体
制などの好事例を調査した。

③ビジネスモデルの構築

令和4年度事業で得られた成果と課題をもとに、ヒアリングや現地調
査によって得られた情報を取りまとめ、ビジネスモデルを構築した。

マニュアルの作成

積極的リカバリーを付加価値としたビジネスモデルについて、
宿泊施設が活用できる実践的なマニュアルを作成した。

（３）ビジネスモデルの普及方法と面的なマーケティング戦略の提案

①勉強会の実施

作成したマニュアルについての説明や、宿泊事業者の不安
や課題の解消に向けた勉強会を実施する。また、スポーツ選
手にとってニーズの高い食事についても、宿泊施設が取り組
みやすい情報提供を行った。

②マーケティング戦略の提案

事業を通じて得られた知見を取りまとめ、伊豆地域全体とし
ての取組に向けた戦略を提案した。

1．事業概要
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２．ビジネスモデルの構築

（１）調査概要
　ビジネスモデルの構築に向け、以下の調査を行った。

項目 調査目的 調査対象候補 調査内容案

県及び地域への　　　　　　
ヒアリング

スポーツコミッションの進捗
や自転車を活用した地域活
性化に向けた最新の内容の
把握。本事業の推進が、県及
び地域と連動するため。

• 静岡県スポーツコミッション推進協議会
• 一般社団法人ふじのくにサイクルスポーツ

コミッション
• 日本サイクルスポーツセンター

• 自転車を核とした地域活性化の
計画と進捗状況

• 受入れに向けたプロモーション
• エビデンスの活用法への要望　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

伊豆地域宿泊施設等へ
のヒアリング・現地調査

スポーツ選手に向けた積極
的リカバリーのプログラムに
対する意見や課題などを把
握。ビジネスモデル及びマ
ニュアル作成に活かす。

• KONA　STAY（宿泊・アクティビティ）
• MERIDA　X　BASE・IZU　VILLAGE（観

光・宿泊・アクティビティ）
• 伊豆温泉村（宿泊・温浴）
• 中伊豆ワイナリーヒルズ／ホテルワイナ

リーヒル（観光・宿泊・スポーツ）
• 伊東市内温泉宿泊施設

• スポーツ合宿受入れ時における
具体的なサービス内容

• プロモーションや流通経路
• 温冷交代浴の実施に向けた取

組課題
• 事業概要の把握　　　　　　　　　　等

伊豆地域外施設への　
ヒアリング・現地調査

スポーツ選手に向けた積極
的リカバリーのプログラムの
内容や実績などを把握。ビジ
ネスモデル及びマニュアル作
成に活かす。

・蔵王坊平アスリートヴィレッジ
（山形県。温冷交代浴のある施設）
・神栖市スポーツツーリズム推進室
（茨城県。地域の宿泊施設で、スポーツ栄養
学に基づいた身体作りレシピ＜神スポ飯!!＞
を提供）

• スポーツ合宿受入れ時における
具体的なサービス内容（特にリ
カバリーや食事の対応）、受け
入れ実績

• プロモーションや流通経路
• リカバリーその他施設利用にお

けるエビデンスの有無　　　　　　等
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ビジネスモデルの構築

（２）ヒアリング・視察のまとめ
　ヒアリングや視察を通して、伊豆地域で温泉宿泊施設がスポーツ選手を受入れていくにあたっての、メリットと課題をまとめる。

●メリット
・県のスポーツツーリズムの動きと連動
　静岡県は自転車を核とした地域活性化の計画を進めており、「サイクルスポーツの聖地」の実現に向けて取り組んでいる。これにより、　地域が一体
となった観光客や自転車競技者の誘致が期待できる。
・高度なトレーニング環境がある
 日本サイクルスポーツセンターとの連携によるクロストレーニングなどの高度なトレーニングが可能となる。MERIDAの本格的なスポーツサイクルを
体験するための施設やトレーナーもいる。
・付加価値のあるプランを提案できる
すでに、スポーツ選手の受入れ実績があったり、サイクリストのために特化したサービスを提供していたり、幅広い観光客のニーズにこたえるなどの、
豊富な宿泊施設があり、それらの施設にあった付加価値のプランを考えることが可能。

●課題
・リカバリーの認識
実力水準の高いスポーツ選手の世界では「リカバリー」が重要視されるようになっているが、まだ、「スポーツ×温泉」によるリカバリーの認識が少な
いとのことや、宿泊施設において実践できるところはほとんどない。今後スポーツ選手の受入れを活性化させるためには、他地域との差別化も必要
であり、受け入れる地域や宿泊施設がリカバリーの重要性を理解し、それを活用する環境を整える必要がある。
・温冷交代浴の設備の不足
一部の宿泊施設には水風呂がなく、温冷交代浴を実施する場合は別途設備が必要となる。
・専門家の不足
トレーニングの一環としてプログラムを組む場合、トレーニングの専門家が必要だが、現状ではそうした専門家が不足している。また、横のつながりが
乏しい。
・天候への依存:
自転車は天候に大きく影響され、雨天時には楽しむことが難しい。合宿の受入れを活性化するためには、雨天時でも楽しめるトレーニング施設の充
実や、観光資源の開発が求められる。

●展望
温泉×スポーツ×リカバリーを地域のブランディングに活用するためには、地域全体での取り組みが必要である。この目標を達成するためには、宿泊
施設だけでなく、日帰り温浴施設や運動施設もリカバリープログラムに関与するよう、定期的な勉強会の開催が求められる。
さらに、地元のスポーツ選手やトレーナーに対して、温泉の活用法についてのセミナーやワークショップを提供することで、温泉とリカバリーの結びつ
きの認知度を高めることが重要である。そして、リカバリープログラムの効果を定期的に測定し、その結果をもとにプログラムの有効性を評価する。こ
れにより、プロモーション活動を実施しながら、サービスの品質向上を追求することが重要となる。
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２．ビジネスモデルの構築

（３）ビジネスモデル推進の可視化
　伊豆地域の様々な宿泊施設に対する聞き取り調査を通じて、既にスポーツ選手を多く受け入れている施設から、これからその方向性を模索しよう
という施設まで、受け入れの態様は多種多様であることが明らかとなった。昨年度実証ではエリートアスリートや競技力向上を目指す人々を主な対
象としていたが、伊豆地域の観光資源とスポーツツーリズムの拡大を考慮に入れると、スポーツ愛好家を含む広範な視点での対象層が必要と感じ
た。そのため、一つのビジネスモデルに固執せず、顧客の異なるセグメントごとに最適な戦略を考えることとした。

スポーツを楽しむ・体を鍛える

競技パフォーマンスの
向上を目指す

エリート
アスリート

トップ
アスリート

×温泉と伊豆地域の魅力

その競技において高い水準の実力
を認められているスポーツ選手

その競技において最高水準の実
力を認められているスポーツ選手

その競技を専門的にトレーニングし競技パ
フォーマンスの向上を目指すスポーツ選手

スポーツ愛好家、健康志向

　ターゲット層分類イメージ

本格的なトレーニングプログラム（クロストレーニング）の提供。
医科学的なエビデンスに基づくリカバリーメニュー（温冷交代浴の
実施）、息抜きとしての観光

日常のトレーニング場所から離れ、リフレッシュや質の高いト
レーニングができる環境を提供。交代浴の体験や、伊豆の
食材を使った回復メニュー

リカバリー・回復を意識したサービスの拡充により、付
加価値を高める。交代浴の体験や、伊豆の食材を
使った回復メニュー

観光や、心身の疲労回復のための温泉利用。
スポーツを通じて、伊豆の観光資源を満喫する。
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２．ビジネスモデルの構築

⑧パートナー ⑦主要活動 ②価値提案 ①顧客セグメント
④顧客との関係

⑥リソース
③チャネル

⑤収益の流れ⑨コスト構造

スポーツファン層
一般観光客
温泉または自転車愛好家
自動車免許のない大学生
など

伊豆の温泉地巡り
＋自転車

日帰り温泉可能な施
設・宿泊施設との連携

自社サイトやOTA

宿泊滞在時の接客

サイクリング用地図等

レンタサイクルとのパッケージとくになし

観光協会、レンタ
サイクル事業者
等との連携

【サイクルツーリストをターゲットとするビジネスモデル】

プログラム案➀：自転車で温泉巡りプラン
　
　スポーツ愛好家、一般観光客、温泉または自転車愛好家、自動車免許のない大学生などの多様な顧客層に向けた、新たな観光体験を提供するビ
ジネスモデル。価値提案としては、泉質の異なる温泉や山の温泉、海浜の温泉などを自転車で巡ることで、体を動かしながらリラクゼーションを楽し
むことができるというユニークな体験を提供。さらに、自然との一体感や地域の風景を五感で感じることができるという点も特徴となりうる。
　販売チャネルとしては、自社サイトやオンライン旅行代理店（OTA）を通じて、宿泊とレンタサイクルを組み合わせたパッケージプランを提供。顧客と
の関係を深めるために、宿泊時には近隣の日帰り温泉や観光地、サイクルピットの案内などを行う。
　収益源は、レンタサイクルとのパッケージ料金。リソースとしては、サイクリング用の地図やルートガイドなどを提供する。
主要活動としては、日帰り温泉可能な施設や宿泊施設との連携を行う。パートナーとしては、観光協会やレンタサイクル
事業者などと連携し、より充実したサービスを提供する。
　コスト構造としては、すでに存在するリソースやパートナーとの協力により、特別な追加コストは発生しないと考えている。
このモデルは、地域資源を最大限に活用しながら、新たな観光体験を提供することで、地域の魅力を発信し、観光振興を
図ることが可能になると考えられる。

必要となるコストは特にないが、レンタサイクル事業
者と連携することが必要（レンタサイクルは1日
2,000円程度）
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２．ビジネスモデルの構築

⑧パートナー ⑦主要活動 ②価値提案 ①顧客セグメント
④顧客との関係

⑥リソース
③チャネル

⑤収益の流れ⑨コスト構造

スポーツファン層　
一般観光客
ヘルスツーリスト
健康経営企業の従業員
など

快眠プランの提供
企業ワーケーションへ
の提案

健康プログラムの開発、
宿泊客アンケート等

自社サイトやOTA

宿泊滞在時の接客

サイクリングロード、サイ
クリング周辺地図等

レンタサイクルとのパッケージやオプションによる付加価値の提供とくになし

レンタサイクル事
業者、地域食材供
給者等との連携

➀　サイクルツーリストをターゲットとするビジネスモデル

プログラム案➁：「自転車＋温泉」で夜ぐっすりプラン
　
　スポーツ愛好家、一般観光客、ヘルスツーリスト、健康経営企業の従業員など、健康とリラクゼーションを求める幅広い顧客層に向けたビジネスモデ
ル。このプランの価値提案は、自転車によるエクササイズで得られる疲労と、睡眠前の適切な温泉入浴により、快眠を得ることができるという点。また、
企業のワーケーション（仕事と休暇を組み合わせた新しい働き方）への提案も行う。
　販売チャネルとしては、自社サイトやオンライン旅行代理店（OTA）を通じて、宿泊とレンタサイクルを組み合わせたパッケージプランを提供する。宿
泊時には、サイクリングロードのご案内や睡眠前の適切な入浴方法の提案を行い、顧客との関係を深める。
　収益源は、レンタサイクルとのパッケージ料金や、オプションによる付加価値を提供することで得る。リソースとしては、
サイクリングロードやその周辺地図などを提供する。主要活動としては、健康プログラムの開発や宿泊客の睡眠の質の
向上に関するアンケートの実施などを行う。パートナーとしては、レンタサイクル事業者や地域食材共有者などと連携し、
より充実したサービスを提供する。コスト構造としては、オプションの原価が想定される。
　このビジネスモデルは、健康とリラクゼーションを求める顧客に対して、地域の自然や温泉を活用した新たな観光体験を
提供し、その結果、地域の魅力を発信し、観光振興を図ることが可能になると考えられる。

原価としてアロマ：5,000円程度～、
焚火台：15,000円程度～、睡眠計測機
（スマートウォッチ、パット、指輪等）
15,000円～など。付加価値の高いプラ
ンとして販売。
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２．ビジネスモデルの構築

⑧パートナー ⑦主要活動 ②価値提案 ①顧客セグメント
④顧客との関係

⑥リソース
③チャネル

⑤収益の流れ⑨コスト構造

競技パフォーマンスの向上
エリートアスリート層
伊豆への合宿経験のある選
手・チーム

スポーツ選手のリカバ
リーを積極的に行う

近隣の運動施設との連
携や、スポーツチームへ
の営業等

自社サイトや
スポーツコミッション

ニーズの聞き取り、
契約

冷浴の設備、近隣の
運動施設

交代浴の実施や栄養バランス食の提供などによる付
加価値による販売価格の向上、連泊栄養を考慮した食材の調達、調理、メニュー開発

地域のスポーツコ
ミッションとの連携、
栄養士への相談

【スポーツ選手をターゲットとするビジネスモデル】

プログラム案➂：「試合＋交代浴」でリカバリープラン
　
　競技パフォーマンスの向上を目指すエリートアスリート層を対象にしたビジネスモデル。既に合宿などを受け入れているチームや新規に相談を受け
たチームなども対象となる。価値提案は、数日にわたる試合や試合間隔が短い大会において、スポーツ選手のリカバリーを積極的に行うこと。それに
より、体力の回復やパフォーマンスの維持・向上を目指す。
　販売チャネルは、自社サイトの宿泊パッケージや、地域のスポーツコミッションとの連携を通じて提供する。顧客との関係を
深めるために、チームのコーチや監督からのニーズを聞き取り、個別の契約や年間契約を結ぶことも考えられる。
　収益源は、交代浴の実施や栄養バランスを考慮した食事の提供などによる付加価値による販売価格の向上、および
連泊による収入となる。リソースとしては、冷浴の設備や近隣の運動施設を活用する。主要活動としては、近隣の運動
施設との連携や、スポーツチームへの営業などが中心となる。パートナーとしては、地域のスポーツコミッションと連携し、
栄養士との相談を通じて、選手の体調管理に最適な食事メニューを作成する。　コスト構造としては、栄養を考慮した
食材の調達、調理、メニュー開発のコストが発生すると考えられる。
　このビジネスモデルは、スポーツ選手のパフォーマンス向上という明確な価値提案を通じて、競技チームからの
高い信頼と長期的な関係を築くことを目指す。

栄養を考慮した食材の調達、調理、メニュー開発が必要。
アスリート向けメニュー開発の外注は10,000円程度～
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２．ビジネスモデルの構築

⑧パートナー ⑦主要活動 ②価値提案 ①顧客セグメント
④顧客との関係

⑥リソース ③チャネル

⑤収益の流れ⑨コスト構造

エリートアスリート、トップア
スリート（パラアスリート含
む）層
すでに合宿を受入れている
チーム、トップ～エリートアス
リート

質の高いクロストレーニン
グの実施と、スポーツ選手
のリカバリーを積極的に
行う

雨天時の近隣の運動施
設との連携や、スポーツ
チームへの営業等

スポーツ連盟
スポーツコミッション

ニーズの聞き取り、
契約

クロストレーニング指導、
冷浴の設備

高付加価値による販売価格の向上、平日の誘致栄養を考慮した食材の調達、調理、メニュー開発、寝具など

地域のスポーツコ
ミッションとの連携、
栄養士への相談、ト
レーナーとの相談

【スポーツ選手をターゲットとするビジネスモデル】

プログラム案④：④ 「トレーニング＋交代浴」でリカバリープラン
　
　エリートアスリートやトップアスリート（パラアスリート含む）層を対象にしたビジネスモデル。既に合宿を受け入れているチームやトップ～エリートアス
リートも対象。
　価値提案は、調整合宿やトレーニングにおいて質の高いクロストレーニングを実施し、スポーツ選手のリカバリー（回復）を積極的に行うこと。それに
より、体力の回復やパフォーマンスの維持・向上を目指す。
　販売チャネルは、スポーツ連盟や地域のスポーツコミッションとの連携を通じて提供する。顧客との関係を深めるために、
チームのコーチや監督からのニーズを聞き取り、個別の契約やパートナーシップ契約を結ぶことも考得られる。
　収益源は、交代浴の実施や栄養バランスを考慮した食事、睡眠環境の調整などによる高付加価値による販売価格の
向上、および平日の誘致による収入。リソースとしては、日本サイクルスポーツセンターによるクロストレーニング指導や
冷浴の設備を活用する。主要活動としては、雨天時の近隣の運動施設との連携や、スポーツチームへの営業などを行う。
パートナーとしては、地域のスポーツコミッションと連携し、栄養士やトレーナーとの相談を通じて、選手の体調管理に最適
なプログラムを作成する。コスト構造としては、栄養を考慮した食材の調達、調理、メニュー開発、高品質な寝具の用意の
コストが発生することが考えられる。
このビジネスモデルは、スポーツ選手のパフォーマンス向上と
いう明確な価値提案を通じて、競技チームからの高い信頼と
長期的な関係を築くことを目指す。

栄養を考慮した食材の調達、調理、メニュー開発、高品質な寝具の
用意が必要。アスリート向けメニュー開発の外注：10,000円程度～
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４．ビジネスモデルに関するマニュアルの作成

（１）マニュアル作成の目的
　昨年度の実証調査をもとに、温泉地を活用したスポーツ選手への付加価値の高いプログラム提供について、宿泊施設がメリットを感じたり、新しい
プログラムを検討し、取組ができるマニュアルとする。宿泊施設によっては、すでにスポーツ選手の受入れ実績が多いところや、まだこれから、という施
設もあるため、スポーツツーリズム全般から温冷交代浴の行い方まで、幅広い内容とした。（詳細は別添マニュアルを参照）

　　【目次】
１．はじめに
（１）ICOIプロジェクトについて
（２）本マニュアルの目的

２．温泉の効用
（１）伊豆半島の温泉の特徴
（２）温泉「地」の重要性
（３）転地による作用

３．温泉地×スポーツの可能性
（１）スポーツツーリズムについて
（２）スポーツ選手への温泉地の活用の可能性
（３）水が体に与える作用
（４）温泉によるリカバリーの効果
（５）宿泊施設で提供する、スポーツ選手への温泉を活用したリカバリーについて
（６）温浴・冷浴・温冷交代浴の実施のタイミング
（７）宿泊施設で提供する、スポーツ選手への食事について

４．リカバリープログラムの販売について
（１）対象選手イメージとニーズ
（２）伊豆地域におけるプログラム案

５．付録
関連団体の紹介
各種パンフレット案
　・　トレーニング後の交代浴のススメ
　・　睡眠前の温浴のススメ
　・　補食の提供
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　プロジェクト推進地域内での普及と地域内のつながりを意識し、スポーツに関連する事業者に向けた勉強会を実施した。のちにマニュアルとなるプ
ロトタイプも作成し、その内容についての反応も確認した。
　

実施内容
　　・　スポーツ選手に必要なリカバリーや温冷交代浴等の効果、
　　　　栄養を考慮した食事についての説明
　　・　温冷交代浴の体験

12

５．ビジネスモデルの普及方法と面的なマーケティング戦略の提案

（１）勉強会の実施

【実施まとめ】
• 宿の方だけでなく、多様な職種の方に参加していただき、ICOIプロジェクトおよび温泉を

活用したスポーツ選手の受入れに関心が高いことが分かった。
• スポーツ選手への交代浴のメリットや、食事の提供におけるアドバイスなど、講師による

説明は具体的でわかりやすく、参加者の理解が深まり、好評を得た。
• 地域が一体となって取り組んでいくためには、宿泊施設、運動施設、専門家、関連企業な

どの多様な方々をつなげていく必要があり、そのためにはスポーツコミッションの動きがと
ても重要になることが再認識された。また、今回のような勉強会を定期的に開催し、顔を
合わせて情報を共有し、共通の課題を共有し、一緒に考える場が必要であることが分
かった。

• スポーツ選手の受入れ実績があったり、受け入れに意欲のある宿泊施設から、まずはリ
カバリープランを実際に試してみて、顧客の反応を見ることが重要だと思えた。
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５．ビジネスモデルの普及方法と面的なマーケティング戦略の提案

（２）マーケティング戦略の提案
　プロジェクト推進地域として県内外に向けて面的に売り出すために、マーケティング戦略を検討し、提案をまとめる。

伊豆地域では、スポーツ選手の受入れ実績は多いが、
温泉を積極的リカバリーのために活用している事例は少ない

認知の拡大 情報の接触のしやすさ 購入のしやすさ、情報拡散

・温冷交代浴と就寝前温浴でパフォーマンスが上がる
・クロストレーニングができるサイクル施設がある

・地域のスポーツコミッションが積極的に取り組んでいる

• スポーツ連盟や地域のスポーツコミッ
ションを通じてサービスを紹介

• SNSやウェブサイトでの情報発信を活
用し、調整合宿や高品質なクロストレー
ニングの実施を強調

• スポーツ連盟や地域のスポーツコミッ
ションを通じてサービスを紹介

• 体力回復やパフォーマンス向上への効
果を強調、具的なデータや事例を用い
て、提供するサービスの効果を示す

• 自社サイトやオンライン旅行代理店
（OTA）を通じてサービスを紹介

• 自転車で温泉を巡りながら伊豆の観光
要素を五感で感じることによる、心身の
疲労回復効果などを伝える

• 体力回復やパフォーマンス向上への効
果を具体的なデータや事例示す

• 高品質なクロストレーニングやリカバ
リー環境を提供することで、アスリートの
パフォーマンス向上に貢献するメッセー
ジを強調

• SEO対策を行い、ウェブサイトが検索エ
ンジンで上位に表示されるようにする

• サービスの詳細や特長、利用者の声な
どをウェブサイトやSNSで共有。

• 自社サイトやOTAなどで簡単に予約や
問い合わせができるようにする

• 宿泊とレンタサイクルのパッケージプラ
ンを提供し、利用者の行動を誘導する

• スポーツ連盟や地域のスポーツコミッ
ションと連携し、直接的な提案や契約を
行う

• スポーツ選手自身の体験をSNSなどで
シェアできるようにする。

• 自社サイトで簡単に予約や問い合わせ
ができるようにする

• チームのコーチや監督からのニーズを
聞き取り、個別の契約や年間契約を結
ぶ

• 利用者の声や体験談をウェブサイトや
SNSで共有し、他のスポーツ愛好家に
もサービスを広める

• ユーザーが自身の体験をSNSなどで
シェアできるようにする

トップ～エリート
アスリート

パフォーマンス向上

スポーツファン


